
 - 1 - 

皿倉山ハイキング 

【報 告 者】Ｎ谷 

【日   時】2017年 9月 3日     【天 候】晴れ 

【参 加 者】Ｎ谷、Ｏ川 

≪コースタイム≫ 

八幡駅 11：07→皿倉山ビジターセンター13：00 →皿倉山頂上 13：30→下山開始 13：

55→登山口 15：00→八幡駅 15：35 

≪ 報    告 ≫ 

今回皿倉山に初めて登って来ました。移動手段は電車。理由は後ほど～。 

標高 622ｍ、ケーブルカーもあるのでのんびり気分で家を出たのは予定時間を大幅に

過ぎていました。福工大前駅からの快速電車は混んでいたのでガラガラの普通電車に

乗車～まったり座って～八幡駅に着いたのは 11時を過ぎていました。。 

 目的の皿倉山は八幡駅の南に悠然とそびえ立っておりました。登山口行きのケーブ

ルカー会社無料バスはもちろん利用せず、八幡駅をスタート。途中住宅街を迷いなが

らも無事登山口に到着。登りは煌彩の森コースというメインのコースを進みました。 

 このコースは道標もしっかりあり、車道もちょいちょい現れる分かり易いコース。

出発時間が遅かったため下山する登山者と結構すれ違いました。トレーニング不足も

あり、途中の階段道は結構きつかったですが休憩を取りながら 13時にはビジターセン

ターという立派な建物に到着。遅めの昼食を室内のテーブルで食べたら山頂までは後

少し。10分程で人工物が多い山頂に到着。ここでは登山者よりもケーブルカー利用の

観光客が大半でしたが 360℃北九州の景色が見渡せる素敵な場所でした。予定ではこ

の後、権現山～帆柱山～花尾山ルートを考えていましたが時間と体力を勘案し下山を

選択。 

 下りは登りとは違う国見岩コースを選びました。このルートは余り登山ルートとし

ては使われていない雰囲気でした。終始誰とも出会わず、民家が見え始めた終盤では

大きな栗がゴロゴロと転がっており、土産として持ち帰りました。 

 下山後はケーブルカーの駅を散策。山頂へはケーブルカーとスロープカーを乗り継

いで片道 10分ほど。料金は大人往復 1,200円となっておりました。 

 その後八幡駅に戻り電車に乗って 2 駅先の陣原駅で下車。パビリオ陣原の湯で汗を

流し～～既にネタバレでしょうが、電車で来た理由の風呂上がりの１杯を満喫。 

 まあ１杯では到底済みませんので場所を変えて反省会をしっかりしてから帰って来

ました。皿倉山は予想以上に楽しい山で次回は権現山までしっかりと歩いてみたいと

思う１日でありました。 


